
編集　土浦南RC会報委員会Tsuchiura South Rotary Club   Weekly Report

土浦南ロータリークラブ

■｠例 会 場 L’AUBE kasumigaura
 TEL.029-875-8888
■｠例会日時 火曜日　12:30～13:30
■｠事 務 局 土浦市真鍋1-2-6 金塚ビル3F
 TEL 029-823-4524 FAX 029-869-9006
■｠ホームページ http://tsuchiura-south-rc.com
■｠Eメール t_minami@lapis.plala.or.jp

会長 福田 昭一　幹事 髙野 竜也

週報第2820地区

2021～2022年度
国際ロータリーテーマ

嵐山花灯路 （撮影 井坂公一会員）

出席状況
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2021年 11月 9日　 8号
2021年 11月 2日　第 1 例会報告

本日のプログラム
土浦警察署長 警視　木村光義 様をお迎え致しま
す。

次週のプログラム
11 月 16 日（火）の例会は，香取秀総会員，鈴木
恵一会員によります新会員卓話でございます。

₁．点　　鐘	 福田昭一会長

2．国歌及びロータリーソング斉唱（黙唱）

君が代・奉仕の理想

3．会長挨拶	 福田昭一会長

4．幹事報告	 髙野竜也幹事

5．今月のお誕生日の会員及びご夫人の紹介

親睦活動委員会

6．委員会報告

7．ニコニコボックスの発表	 井坂雄祐副ＳＡＡ

8．出前卓話

土浦ロータリークラブ　平島隆之様

9．出席報告	 出席委員会

10．点　　鐘	 福田昭一会長

（司会進行　説田賢哉ＳＡＡ）

地区HP 地区行事予定



【会長挨拶】
	 福 田 昭 一 会長

皆さんこんにちは，本日はロータリー財団月間という事で，ロータリー財団補助金担当の平
島隆之様（土浦ＲＣ）をお迎えして後ほど出前卓話を頂きます。
続きまして会長挨拶に入らせて頂きます。
11 月に入り，改めて 8月，9月，10 月に出来なかった事業，延期になった事業が今月から

来月に於いてかなり目白押しであります。後ほど髙野幹事から事業の報告はさせて頂きたいと
思います。
まず，おとといの日曜日に 3年ぶりに水戸農業高校に於いて，インターアクトの年次大会が
開催されました。
また，地区ガバナーのこだわりでもあります，「海岸美化プロジェクト」鹿島の平井海岸に
おいて海岸清掃は明日実施いたします。土浦南ＲＣは 41 名で参加いたしますが，皆さん全員
このＴシャツを着て海岸清掃を 10：00 ～12：00 まで清掃を行います。
次に，12 月 14 日のガバナー公式訪問です。先日，ガバナー事務所と連絡を取りまして，当
日のスケジュールは，午前中に土浦市長表敬訪問，そして例会，クラブ協議会，ローターアク
ト ･インターアクトとの懇談会，そして歓迎懇親会を開催するというガバナー公式訪問を土浦
南ＲＣは毎年行っておりますとお話しましたら，ガバナーはとても驚かれていました。
本来であれば公式訪問 1番バッターのクラブが市長表敬訪問を行うのですが，コロナ禍の
為，土浦中央ＲＣ，土浦ＲＣの公式訪問が ZOOMでの開催となりました。今回当クラブで表
敬訪問という事となりました。いずれにしても，12 月 14 日までいろいろな行事が目白押しで
す。
この 12月の事業が終わると私年度の上半期の事業が終了します。つくづく，早いものだな～
と思います。下半期に向けて事業の内容を見直し，後半の活動も内容充実できるように皆様と
一緒に進めていきたいと思います。どうぞ宜しくお願い致します。

【委員会報告】

家庭集会のご案内	 伊 東 和 幸 会員組織委員長

11 月 9 日（火），16 日（火），18 時よりうまい家さんで家庭集会を開催します。皆様のご参加，
どうぞ宜しくお願い致します。

環境保全委員会	 完 賀 浩 光 委員長

地区の環境保全プロジェクト・11/3 の海岸清掃に，多くの皆様に参加を頂けます事，あり
がとうございます。バスご利用の方は 7：45 にさくらガーデン駐車場に集合して下さい。直接
現地に行かれる方は平井海岸駐車場に 9：50 までにお願い致します。

雑誌委員会	 齊 田 克 史 委員長

「ロータリーの友」11 月の読みどころをレターボックスに入れさせて頂きました。宜しくお
願い致します。



ゴルフ同好会	 勝 田 達 也 ゴルフ同好会幹事

次回ゴルフ同好会コンペの案内を本日から各卓に配らせて頂きました。12 月 1 日（水）に千
代田カントリークラブで行いますので，皆様のご参加をどうぞ宜しくお願い致します。

【LOVE  EARTH  CLEAN  UP！】	 完 賀 浩 光 環境保全委員長

国際ロータリー第 2820 地区 池田直前ガバナー・新井ガバナーは，地球温暖化防止・CO2 削
減のために，プラスチックごみの海洋流出防止を図ろうと「ロータリー奉仕デー」として海岸
清掃を計画。コロナ感染拡大による緊急事態宣言発令の為，２度延期となりましたが，天候に
も恵まれた 11 月 3 日，当クラブからは会員 ･家族 ･米山記念奨学生 ･ＲＡＣ，合計 41 名が参
加し平井海岸清掃を行いました。皆様のご協力に感謝申し上げます。



【2021-2022年度国際ロータリー第2820地区ロータリー財団委員会　出前卓話】

	 土浦ロータリークラブ　平 島 隆 之 様

1．財団について
最初にロータリー財団の正式名称は『国際ロータリーのロータリー財団』です。
The Rotary Foundation　　TRFと呼ばれております。
国際ロータリーの目的を推進するための単独の信託機関として全資産を維持・投資・管理・
運営しています。
ロータリー財団の使命はロータリアンが
・人々の健康状態を改善し
・質の高い教育を提供し
・環境保全に取り組み
・貧困をなくすこと
を通じて，世界理解，親善，平和を構築できるよう「支援すること」です。
ロータリー財団の評価は民間のメジャーな格付け機関から最高の４つ星評価・Aプラスの
評価を受けています。
■年次基金（シェア）
地元や海外で実施されるロータリー財団の幅広い活動を支援する主な資金源であり，地区財
団活動資金（DDF）と国際財団活動資金（WF）との２種類に分けられます。
■恒久基金
ロータリーの会員や家族による現金の寄付や遺贈を資金源とする寄付金です。投資運用され
ますが，元金が支出されることはありません。収益つまり運用益のみがシェアに基づき配分さ
れます。
■ 3年の資金サイクル
財団では地区が十分な時間をかけてプロジェクトを計画できるように 3年間の資金サイクル
を採用し 3年後に運営費として５％が引き出された後，WFとDDFに 47.5％ずつ折半されま
す。今年度は，3年前の髙橋年度の年次基金「286,920 ドル」と恒久基金の運用益が活動資金
の原資となります。
■地区財団活動資金（DDF）
クラブ・地区プロジェクトに活用することができます。地区は，地区補助金のためにDDF
の 50%までを活用できます。
■国際財団活動資金（WF）
世界の最優先課題に取り組む活動に資金を提供するものです。
■ロータリー財団資金モデルの変更
DDF寄贈に対するWF上乗せが 100%から 50%に
DDF配分に対しWF上乗せが 100%から 80%に変更となりました。
■新井ガバナー方針
・ポリオ根絶活動の推進
・地区補助金を活用した地域社会への貢献
・奨学生の支援



・公平性の高い財団寄付の推進
　〇年次寄付 130 ドル以上の寄付　　クラブ会員全員
　〇ポリオ 20 ドル以上の寄付　　　 クラブ会員全員
　〇ベネファクター（1,000 ドル以上の寄付）クラブ１名
　〇ポールハリスフェロー　　　地区 70 名にする
　〇メジャードナーの推進
　〇アーチクランフソサエティの推進
■地区財団委員会テーマ，重点項目
・地区補助金事業の充実
・スムーズな運営（申請・報告期限等についての各クラブの協力）
・地区環境保全プロジェクトのサポート
・財団寄付目標額の達成（財団出前卓話の活用推進）
・公平性の高い財団寄付の推進
2．補助金について
■地区補助金（DG）
地元や海外の地域社会のニーズに取り組むため，比較的規模の小さい短期的な活動を支援し
ます。
・奉仕プロジェクト
・奨学金
・職業研修チ－ム（VTT）
■グローバル補助金（GG）
ロータリーに重点分野に該当し，持続可能かつ測定可能な成果をもたらす大規模な国際的活
動を支援し最低予算は 30,000 ドルで 7つの重点分野の少なくとも１つに該当することが必要
となります。
・人道的プロジェクト
・奨学金（大学院レベルの留学）
・ＶＴＴ
■前年度の地区補助金活用実績
補助金総額　 96,663 ドル
参加クラブ　 55 クラブ中 39 クラブでしたが緊急医療支援プロジェクトに 8クラブ参加
　　　　　　合計 47 クラブの参加　　参加率 85%
■本年度，新井年度の地区補助金申請状況
補助金総額　 83,676 ドル
参加クラブ　個別プロジェクト　 55 クラブ中 43 クラブ　　 78%
　　　　　　合同プロジェクト　全 55 クラブ　　　　　　 100%
　　　　　　※茨城海岸美化プロジェクトへの支援額は約 100 万円
■地区別個別奉仕プロジェクトの参加状況
2820 地区は 78%で第 3位と高いレベルとなっています。

■報告書の提出について
プロジェクト完了後，速やかに「個別プロジェクト報告書」を提出ください。



完了後 1ヶ月以内に実施金額・請求書・領収書・記録写真を添えてお願いします。
■グローバル補助金プロジェクトの醍醐味
・大規模な国際的活動に参加してダイナミズムを実感できる。
・地域社会のニーズに応えることで「世界で良いことをしよう」が実現できる。
・世界規模の連帯と友情の輪を広げることができる。
・奨学金の支給　つくば学園ＲＣがスポンサークラブとなりアメリカのジョージタウン大学
に芝田共宏君が留学しています。また奨学生としましては元国連難民高等弁務官の緒方貞子さ
ん・国連事務次長の中満泉さんがいます。
■グローバル補助金申請状況
11 件　総額 683,803 ドルでした。
3．その他について
■ロータリー平和フェローシッププログラム
平和と紛争解決の分野で国際的に活躍する人材を育成することを目的とした国際ロータリー
が提供する奨学金プログラムです。
■ 2020 年 8 月 25 日にＷＨＯはアフリカのポリオ撲滅を宣言しました。
あとはパキスタン・アフガニスタンのみとなりました。
■寄付による税制上の優遇措置があり確定申告にてご提出ください。

◎最後に再度のお願いです。新井年度の目標寄付金額は
・会員 1人当たり 150 ドル以上のご寄付
・ベネファクター・ポールハリスフェローのご検討をお願い致します。

最後までご清聴いただきまして感謝申し上げます。
本日はお招きいただきましてありがとうございました。








